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表 長野県で発生している防除困難な土壌病害（抜粋）

作物 土壌病害名

トマト 青枯病 軟腐病 根腐萎凋病 萎凋病

キュウリ つる割病 カボチャ台木の立枯病

スイカ つる割病 黒点根腐病 炭腐病

ハクサイ 根こぶ病 黄化病

キャベツ 根こぶ病 バーティシリウム萎凋病

レタス 根腐病

ホウレンソウ 萎凋病

イチゴ 萎黄病 萎凋病

セルリー 萎黄病

パセリ 立枯病 萎凋病 根くびれ病 黄化病



土壌伝染性病害防除の基本的な考え

１．病原菌を持ち込まない。

２．早期発見と素早い対応。

３．土壌環境づくり。

４．輪作。

５．地域ぐるみの取り組み。

病原菌

気温 品種

抵抗性品種利用作期の選択



土壌消毒のいい面、困った面（長野県でみられる事例）

いい面：

土壌中という見えないところの病原菌を殺菌し、病気が発
生する前と同じように作物生産ができる。

困った面：

労力がかかる、お金がかかる。作業者に対する刺激が強
い。つらい。土壌中の一般微生物まで殺してしまうので、ア
ンモニア態窒素量が多くなり、腐敗性の細菌性病害が発
生しやすくなる。土壌中の有機物含量が減る。土壌中の
微生物(生育の早い菌)が単純化する。

このことを前段にお話させて頂きます。



長野県におけるセルリー作付体系
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19年度生産実績：1,139千ｹｰｽ(10kg)、2,574,723千円

全国作付面積(平成17年度)：678ha 長野県：272ha、静岡県:135ha、福岡県:52ha、愛知県：42ha



農家の心情(推測…)

セルリーは高い！
１株のロスも出したくない



同様な体系で栽培していても….

病原菌： Fusarium oxysporum
長野県では1986年に県内主産地で発生。

伝染：被害植物とともに土中に残り，厚壁胞子で越
年する。いろいろな植物の根圏で増殖するため，土
中の病原菌が長期存在する。

セルリー萎黄病

ある程度、発病を予測できないものだろうか？
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ハクサイ根こぶ病での発病危険度予測の事例

「アブラナ科野菜根こぶ病総合防除マニュアル（村上ら、2003） 」より



・土壌中の微生物は病害の発生や抑止に大きな影響を及ぼすと考えられる。
・土壌消毒処理後の病害発生は、土壌消毒による微生物相の変化が土壌のもつ病害抵抗力を
低下させているのではないか？
・そこで、セルリー萎黄病（連作）圃場において、土壌消毒処理前後の土壌DNA情報等と土壌の
発病危険度（発病しやすさ）の関係を調べ、発病危険度予測手法の開発にむけて検討を始めた。

セルリー萎黄病発病危険度予測にむけて



１．灰色低地土のセルリー連作圃場における、クロルピクリンくん蒸消毒処理、熱水土壌消毒
処理前後における微生物の挙動解析(PCR-DGGE,Nit mutant detection,)

２．土壌消毒処理前および処理後時期別土壌でのセルリー萎黄病菌接種による発病危険度
調査

処理前、 処理後14日、 28日

PCR-DGGE
Nit mutant 
detection

処理前、 処理後14日、 28日

接種菌濃度、 0、10、102bud-cells/g･soil

5-15cm

作土層
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Diversity Index
Richiness (R) 17

Shannon index (H’) 2.595080

Simpson index (1-D) 0.913080

Rで計算した多様性指数
（Diversity Index）。
・Richiness (R)
・Shannon Index (H’）
・Simpson Index(1-D)
を表示

補正後データのデジタル
画像

M | 2 | 3 | 4 | M | 6 | 7 | M | 9 | 10 | 11 | M
同一ゲル内の他のレーン
情報へのリンク

農耕地eDNAデータベース（eDDASs）



ワグネルポット

クロピク錠剤

処理前、 28日

PCR-DGGE

5-15cm

作土層



輪 作

適切な土壌消毒法

土づくり

技術の総合化

・体系化

これで安心
地域農業環境と地域農業環境と

！地域社会地域社会

農地ドックシステム

・土壌診断

○「理化学性分析に基づく土づくり」

地力回復

・農地保全管理

・農家の作業支援

処方箋・治療

◎「生物性分析に基づく土づくり」

処方箋

抑止力回復

本研究成果による
技術支援

eDNAプロ
相談して
みようかし
ら？

土壌病害抑止のため
対処法を処方する
技術の開発に向けて

マニュアル化



>１．作業工程はどれくらいの時間を要するのか？
↓
ＤＧＧＥ自体は １日半，朝から準備をはじめて，次の日の朝までです。
土からですと，土壌抽出，ＰＣＲにそれぞれ半日から１日かかりますので，
３～４日かかります。

>２．一番神経質になるのはどの工程か？
↓
濃度の違う２つの変性ゲルストック溶液を，専用装置を使って、時間差で流して，濃度勾配変性ゲ
ルを作るところです。
ＤＧＧＥ画像のバンドパターンは振れやすいので，この工程を毎回同じようにやることが肝要と思い
ます。

>３．素人でもできるようになるのか？
↓
最初に講習を受けたり，熟練者から習うことでできるようになると思います。

PCR-DGGE解析



>４．必要不可欠な備品は何で、幾らくらい費用が必要か？

DCode微生物群集解析システム

●初期費用 約１３０万円 （＋ＤＧＧＥゲルを読み込めるスキャナーが必要です）
・DCode微生物群集解析システム １０５万円
・パワーサプライ １５万円
・試薬一式 ８万４千円

●消耗品（試薬，システムでセットになっている備品）が随時かかってきます。

http://www.bio-rad.co.jp
BIO-RADホームページより


